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２０２６年度を迎えて         理事長 井汲 悦子 

 

５月２９日、来賓の方々、たくさんの特定正会員の皆様にお集まりいただ

き、第１８回通常総会を無事終了することができました。ご協力ありがとう

ございました。そして新年度が始まりました。 

今年度は役員改選がありました。昨年度に引き続き、理事長 井汲悦子、

副理事長倉澤政江さん、副理事長安富英世さん、副理事長菅野義矩さん、副

理事長音田園惠さん、事務局長中居武司さんで力を合わせて進めて行きます。よろしくお願

いいたします。 

２０２６年４月現在で、浜家連の会員は６６２人です。昨年度は１３人の退会がありまし

た。一方増えている単会も５単会ありました。また、単会や家族学習会への若い人の問い合

わせも増えてきています。しかし、会員の高齢化も進み、今までの活動を見直す時期にきた

のではないかとも思います。今年度は必要とされる活動、見直しが必要な活動を見極め、ス

リム化を目指していきたいと思います。 

家族会活動の原点は、家族同士の「支え合い」「学び合い」「働きかけ」です。この理念の

元１８区の単会ではそれぞれ独自に様々な取り組みをして地域で孤立しがちな多くの家族の

支えとなっています。浜家連は、その活動を一つの大きな力にして精神疾患になっても本人

や家族が安心して暮らせるよう精神保健福祉の向上を目指しています。 

「市民メンタルヘルス講座」は本人や家族、関係者、また一般市民などに学びの場を提供

し、精神障害について理解を深めてもらい差別偏見を軽減することを願っています。「家族

による家族学習会」は家族同士テキストでの学びに重ねて家族の体験を語り合うことで、家

族が元気になりエンパワメントしていくことを目指しています。オンライン化が支援の進歩

のように言われている昨今ですが、悩み傷ついた家族が求めているのは温かく寄り添ってく

れる支援や交流ではないでしょうか。「家族による家族学習会」は家族にしかできない活動

です。横浜市にはこれらの活動をご理解いただき、たくさんの助成金やご支援をいただいて

おります。感謝申し上げます。 

浜家連では長年にわたって精神障害１級の入院を重度障害者医療費助成制度の対象にする

よう要望してきましたが未だに対象外です。それは単に財政の問題だけでなく、長期入院や

病院中心の治療等、日本の精神科医療の抱える諸問題が影響しているのではないかと思いま

す。また、地域生活を支える「にも包括」の具体的な政策、精神科病院の一般病院との格差

や患者への人権侵害等々様々な課題に対して横浜市には直接、神奈川県、厚労省には障神奈

連や障全恊を通して要望書を提出し訴えています。会員のみなさんの声を結集して以上のよ

うな活動を昨年同様引き継いでいきます。 

また前述したように、若い家族からの問い合わせも増えてきました。これを受けて若い人

の会（仮称）を７月に立ち上げる準備を進めています。各単会には既にご案内をお送りしま

した。ご参加お待ちしております。 

浜 家 連 ニュース６月号 
                                     第３１０号 

                  ２０２６年６月１日発行 

https://hamakaren.jp/


2 

もう一方では、ケアを家族だけがするのではなく社会全体で支えることを目指して「ケア

ラー支援条例をつくろう！ネットワーク横浜」に参画し、多くの団体と協働して働きかけを

始めました。 

家族同士の「分かち合い・支え合い」「学び合い」「働きかけ」の原点を再確認して活動を

途絶えさせず続けていきましょう。 

みなさま よろしくお願いいたします。 

※エンパワメント 

一人ひとりが誰でも潜在的に持っているパワーや個性を再び生き生きと息吹かせ、自

分自身の人生の主人公になれるような力を取り戻すこと 

 

第１８回 浜家連通常総会が開催されました。  

  第１８回 浜家連通常総会報告    事務局長 中居武司 

５月２９日（金）１３時より第１８回通常総会が横浜ラポール２階大会

議室で開催されました。ご来賓として関係機関から横浜市健康福祉局障害

自立支援課飯野正夫課長を初め５名の方々、横浜市会 福祉委員会から４名

の先生方がご臨席下さいました。 

司会の廣津深緑さんより開会宣言が行われ、井汲理事長の挨拶で総会

が始まりました。飯野課長からは家族学習会の実施、相談件数の多い電話相談、その他さま

ざまな活動を行っている事に感謝の意がのべられました。また、健康福祉局秋山直之精神保

健福祉課長の紹介をして下さいました。横浜ＳＳＪの金子様からは 社会福祉法人となって

総会をする必要がなくなった。今ここに立つと大変な思いで総会の準備したことを思い出す、

と話されていました。横浜市会 福祉委員会の青木亮祐副委員長を始め4名の先生方が一斉に

壇上に上がり、それぞれ自己紹介をされたのが印象的でした。 

井汲理事長、あやめ会長加部理事長が挨拶の中で「若い人の会」について思いを語られま

したが、飯野課長をはじめ来賓の方々にはどのように受け止められたでしょうか。 

議長に浅羽孝政さん、書記に直津智子さん、川原みき子さん、議事録署名人に水越春彦さ

ん、竹内貞子さんを選出し、浅羽議長の進行で議事に入りました。 

中居事務局長より、参加者５６名。委任状２４名で定款に基づき総会が成立しているこが

報告されました。 

以下の議案について、安富副理事長、菅野会計責任者、鷹野監事より提案説明があり、一

括で採決の結果、満場一致で承認されました。 

① 第１号議案 ２０２５年度事業報告（案）について 

② 第２号議案 ２０２５年度活動計算報告（案）について           

      貸借対照表・預り金（労働預り金）・現金残高一覧表・別途積立金 

③ 第３号議案 ２０２５度会計監査報告    

以下の議案について、倉澤副理事長、菅野会計責任者より提案説明があり、一括で採決の

結果、満場一致で承認されました。 

④ 第４号議案 ２０２６年度活動計画（案）について 

⑤ 第５号議案 ２０２６年度活動予算（案）について 

以下の議案について、井汲理事長より提案説明があり、採決の結果、満場一致で承認され

ました。 

⑥ 第６号議案 理事の選出について（案）について 
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以上で議事は終わり、議長・書記は解任されました。 

この後、直ちに第１回の理事会が行われ、理事長に井汲悦子さん、副理事長に倉澤 政江さ

ん、安富英世さん、菅野義矩さん、音田園惠さんが再任されました。この結果について中居

事務局長から報告が行われました。 

司会の廣津さんより「青いとり作業所」施設長 松田尚文さん、「わかば工芸」施設長 森多恵さ

んの紹介があり、お二人から挨拶をいただきました。 

最後に井汲理事長から退任の常任理事、理事の紹介が行われた後、閉会の宣言が行わ第 1８回

通常総会を終了しました。 

 

SST家族セミナーに参加しました。 

 

SST家族セミナーに参加して     （なぎさ会）浅田剛司 

（NPO法人家族 SST横浜交流会特定非営利活動事業） 

2024年の SST家族学習会に参加した感想を以下に述べさせていただきます。 

皆さんの活動の一助となれば幸甚です。 

この家族学習会に参加するまでの私の当事者（息子）への対応は、今にして思えば、身勝

手で一方的なものでした。 

「統合失調症」という病気がどのようなものかも知らず、本人が甘えている、さぼってい

るという決めつけ、金銭トラブルの際にも怒鳴りつけるだけでした。 

私が単身赴任で自宅にいなかった時にオーバードーズで病院に搬送された事がありまし

た。その際もいっそこのまま・・・と思ったことも事実です。 

妻から「一生に一度のお願いだからこの勉強会に参加して」と言われても、年間 10回、

土曜日の半日をつぶすのも時間の無駄だし、行くのは本当に嫌でした。 

いよいよセミナー初日、ぎこちない自己紹介が終わり、統合失調症の理解という内容にま

ずは自分の認識が根底から間違っていたことに気が付きました。 

「統合失調症は脳の病気」「再発の怖れのある慢性の疾患」と聞き、初めて息子が病気に

かかっているという事がわかったのです。 

それまでの甘えている、さぼっているという事とは違い、そもそも病気なんだ、という事

すらわかっていなかったのです。 

人間誰でも健康で健やかにいたいもの、しかし病気になれば一番つらいのは本人だし、家

族はなんとかその回復に手助けしてあげたいと思うものです。しかし息子の統合失調症を理

解せず、無理解の態度を取り続けてきた自分が恥ずかしくなりました。 

またセミナーの目的に（毎回この目的の読み合せをします）①当事者の回復②当事者への

応援③応援者の家族の元気の回復、がありました。 

息子の病気の回復の応援をすることが、妻をはじめとした家族の応援につながることが出

来るとなれば、何とかセミナーを通じて私も息子の病気に向き合いたいと思いました。 

それ以来セミナーで勉強したことを、当日夜に息子と妻に説明することが日課となりまし

た。そしてセミナーで勉強した「傾聴」のスキルの実践です。 

それまで息子と向き合うことをしていなかったので、話をするときも、テレビやパソコン

に 8割がたの関心と視線を向けていました。セミナー以降、息子と話をする際にはテレビ

は消す、パソコンは閉じる、そして息子の目を見て、を心がけています。 

 息子の病状も回復期や消耗期を行ったり来たりしています。その中でも息子が居間にいて

くれる時間が長くなってきたように思います。体がだるい時には足のマッサージもしてやっ

ています。そうすることでより良質の睡眠ができるならうれしい限りです。それでも息子は

今月から職場も変わったこともあり、睡眠途中の覚醒があり、心配事は尽きません。 
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しかしこの病気を発症している本人が一番つらい、そして家族は当事者の事を心配してい

るのであれば母であるか父であるかは関係ありません。 

2月 15日に行われた家族 SST主催の勉強会に参加しました、父親は私一人、他の参加

者は全員母親の方でした。よく家族の状況で父親がこの病気を認めず、当事者との関係が悪

いという話を聞きます。自分は仕事に邁進し、家庭の事や子供のことは母親任せ、と言いま

すがこれは単なる言い訳です。家族が病気で苦しんでいる際には父親や母親の区別はありま

せん。 

同じ家族同士、縁が有って家族として生まれ、大事な家族が病気で苦しんでいるなら何と

か応援したいと思うはずですし、そのようなことが病気の回復につながるのであればそれが

一番です。 

医師との良好な関係、行政や地域社会の適正な支援、そして家族の献身的な対応があって

本人の回復や安定に結び付くと思います。 

我が家もまだまだこれからも山あり谷あり、とは思いますが息子とこれからも向き合い、

妻と元気に過ごしていきたいと思っております。  

      

単会からのたより 

    これまでの日々      いずみ会 ｋ・ｍ 

時々、当事者は言う、こんなに病気が長引くとは思わなかったと。発症から 30 年たって

います。入院して治ると思っていた、不眠状態が続いていた時、親に相談して早めに受診し

ていたら発症しなかったかもと、今となってもどうなのか、わからない。発症する前から脳

に訳のわからない菌がつき始めていて、何かのきっかけで爆発を起こしたのかと、素人考え

で思ったりすることもある。この病はまず薬物治療だとだれもが理解していると思う。 

しかし処方によっては副作用で身体に不調を感じている人が多いのではないでしょうか。 

我が家の当事者は 30歳半ばくらいまでは、作業所に週 3回くらい、作業所は数カ所変わ

っているが通っていた。40 歳代になってからは倦怠感がひどくなって休みがちになり、休

むことに引け目を感じ辞めてしまった。だが 2 年前から休む日もあるが週 2 回は通所して

いる。体力低下、認知機能低下がみられる。薬だけでは良くならない、人薬という人とのつ

ながりがとても大事と聞いた事がある。独りが居心地のいい人もいるが、孤独が身体に好ま

しくない影響を与える一方で、思いやりが健康を高める効果があるとの事、落ち込みや不安

を感じていると、ストレスホルモンが増え身体の状態が悪くなったり、病気になったりする

ことがある。身体にも十分気をつける必要がある。主治医との相性は良いようです。精神科

以外の医療費が 3 割とはせめて 1 割にして欲しい。今の所私が元気でいられるのは、家族

会で同じような境遇の方々との交流があるからだと思います。お陰様です。 

皆様のご参考になればと思うばかりです。 

 §イベント情報§ 

♦「若い人の会（３０才代までの精神疾患の当事者を持つ家族）」の開催 

 日 時 ７月２６日（日）１：３０～３：３０ 

会 場 横浜ラポール３階第一会議室 

参加費無料・先着３０名まで 

申し込み （メールまたはファクスで、お名前と連絡先を添えてお申し込みください） 

FAX 045-548-4836  メール ysskr@bloom.ocn.ne.jp 

 

【編集後記】総会が終わり、新しい年度が始まりました。これまでになかったケアラー 

 支援条令制定の運動や「若い人の会（仮称）」の立上げがあります。これまでの活動も 

 含め、オール浜家連で乗り越えましょう。 
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